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取 組 の 背 景
高齢者などの買い物弱者に新たな取組が必要

商店街は観光協会や足助商工会、まちづくり推進
協議会と連携し、商店街活性化計画会議を開催。本
会議によりこれまで定期的な市場の開催や、商店街
のおかみさん会において観光ガイド研修を実施して
きていた。その後、商店街の通行量調査を実施する
など第Ⅲ期商店街活性化計画（平成 26 ～ 28 年度）
に基づく事業の評価を行い、次期活性化計画の策定
を進めている。

第Ⅲ期活性化計画策定においては、「香嵐渓」の
観光客減少や人口の減少、住民の高齢化といった環
境変化を踏まえ、「江戸から昭和の時代」「四季折々」
を感じてもらえる商店街を目指し、観光客を誘客す
るための古い町並みを活かした事業の推進、空き店
舗対策事業の推進、買い物支援サービスなど地域を
支える商店街事業の推進を行うことを方針とするこ
とに決定。特に、高齢者などの買い物弱者を対象と
した買い物拠点設置と移動販売の取組を重点的に実
施していくこととした。

取 組 の 内 容
移動販売をスーパー「パレット」が運営、
観光客向けに様々なイベントも実施

地元で生鮮食品を販売する買い物拠点が数軒で売
上も減少していた中、日常の買い物機能を存続させ

るべく、商店街の組合員が中心となって会社を立ち
上げ、スーパーマーケット「パレット」を平成 10
年にオープンさせた。

平成 25 年からは、商店街を含む足助地区内の高
齢者などの買い物弱者に対する移動販売を、「パレ
ット」のテナントである（株）ヤオミの食料品配送車
両と商店街の経営者らが運転する日用品配送車両の
2 台を活用することで実施。高齢者が多い地域や買
い物が不便な地域を調査した上で、各地域の公民館
を販売拠点とした全 5 ルートを毎日違うルートで
運行している。商店街の店主が日替わりで同行する
ことで御用聞きとしての役割を果たしており、また、
商工会においてはチラシ作成や行政への協力依頼な
ど運営支援を行っている。本事業の実施により単な
る買い物の機会の提供のみではなく、販売拠点に周
辺住民が集まり、会って話ができる場としてのコミ
ュニティの維持・形成にも寄与している。移動販売
実施時には、地域包括支援センターと連携した健康
相談の実施など高齢者の健康状態を確認し、体調が
すぐれない場合は病院に連絡するなど連携も図って
いる。

移動販売事業の様子

基本データ 商店街概要

商店街が立地する足助地区は、江戸時代に尾張・三河から信
州を結ぶ「塩の道」に位置し物資運搬や通行の要所として栄え
た商家町であり、最盛期である明治時代には塩の町として栄え
ていた。その後、昭和 30 年代までは繁栄が続いたものの、高
度経済成長期に入ると人口は減少傾向となり、現在では高齢化
も進んでいることから後継者不足、空き店舗の増加、購買吸引
力の低下といった課題がでてきている。商店街に隣接した紅葉
の名所として知られる渓谷「香嵐渓」は、紅葉シーズンには約
60 万人が訪れる観光地であるほか、平成 23 年度には国の重
要伝統的建造物群保存地区に選定されており、商店街はこの歴
史ある古い町並みを活かした活性化事業に取り組んでいる。

所 在 地 愛知県豊田市足助町今岡

人 口 約 42 万人（豊田市）

電話/FAX 0565-62-0056 / 0565-62-0993

会 員 数 119 名

店 舗 数 89店舗（小売業52店、飲食業13店、サー
ビス業 15 店、金融業 2 店、医療サービ
ス業 2 店、その他 5 店）

商店街の類型 地域型商店街

主 な 客 層 高齢者、国内観光客 /70 歳代以上、60
歳代

高齢者向けのサービスを展開。移動販売を実施するスーパー「パレット」
と連携し、疎遠だったコミュニティ維持に貢献。
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商店街に行かなくても買い物ができる
環境を整えつつも、店主としては「お店
でいろいろな商品を見ながら買い物をし
てほしい！」という思いもあります。 
平成 27 年度から商店街、名古屋大学、
豊田市の「商×学×官」の連携により、
タブレット端末を使ったイベントの情報
発信や商店街に相乗りで買い物に行ける
社会実験を実施しております。これから
も、より多くの方々が商店街に来てもら
えるような取組を積極的に進めていきた
いと考えています。

商店街活性化計画づくりのための会議
を始めるきっかけとなったのは、商工会
が周辺地域に住んでいる方々に対して実
施したアンケートでした。商店街での買
い物に不便を感じている高齢者を中心と
した住民のみなさんの要望に対して、商
店街と商工会、（株）ヤオミを中心として
多くの議論を重ねた結果、移動販売と御
用聞きサービスを始めることになりまし
た。今では商店街の雑貨店も一緒に移動
販売をするようになり、農業用品などを
中心にご好評をいただいています。

商店街への新たな来客につなげたい地域の方々のニーズに応える取組を

また、観光客を中心とした集客に向けては、「土
びな」を店先や店内に飾る「中馬のおひなさん」や
竹細工の灯籠を並べた「たんころりんの夕べ」など
古い町並みを活かしたイベントに加え、地元農家の
新鮮野菜や木工製品などを出品する「中馬なごやか
市」や「あすけぬくもりコレクション」を開催。地
域資源を活用したこれらのイベント実施に当たって
は、散策ルートの作成や足助中学校と連携した情報
発信を積極的に行っている。訪れた観光客にはスタ
ンプラリーを実施するなど古い町並み散策の魅力向
上にも努めている。

さらに、足助の観光のみでなく健康増進も兼ねた、
商店街が主催する「足助なごやかウォーキング講習
会」では、足助のまちなみを楽しみながら健康づく
りをサポートするイベントが行われている。

取 組 の 成 果
移動販売事業により地域コミュニティの維持

商店街は人口減少と高齢者の増加を受け、観光客
へのイベント事業のみでなく、商工会と連携した買
い物サービスの実施を展開してきた。

移動販売事業を通じて、これまで疎遠だった地域
での住民同士の会話や会合が増えていることから、
地域のコミュニティを維持することが商店街の存続
につながると考え、今後も事業の継続・拡充を進める。

平成 27 年度からは足助地区の高齢者に向けて、

コミュニティサポートシステムの構築が実施されて
おり、商店街としてはタブレットでイベント情報な
どの発信を段階的に実施し、高齢者の外出頻度の増
加を目指している。

一方で、「中馬のおひなさん」など観光客向けの
取組は「香嵐渓」の紅葉ピーク時以外の誘客につな
がっており、イベントに協力する店舗や組合員数が
年々増加している。

実 施 体 制

商店街は商工会や観光協会、まちづくり協議会と
連携し商店街活性化計画づくりのための会議を設け
ている。活性化計画は平成 20 年度に第Ⅰ期がスタ
ートし、第Ⅱ期（平成 23 ～ 25 年度）を経て、現
在は第Ⅲ期目（平成 26 ～ 28 年度）となっている。
新計画策定の際には、現行計画の達成状況や実施し
た事業の評価に加えて地域を取り巻く環境の現状分
析を行い、新計画策定に反映している。

また、商工会と連携し、地元購買率減少の抑制、
商業の活性化を目指す中で、国および豊田市の補助
を活用し、商店街活性化計画の基本方針に沿った活
動として移動販売や御用聞きサービスを行っている
ほか、市が運営する地域の生活交通手段確保のため
の足助地域バス「あいま～る」の利用促進を行うな
ど連携体制が強固に構築されている。

「中馬のおひなさん」の様子

商店街活性化計画会議の様子


